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は右視野刺激で欝Lく延長 していた.B扮LDfumc如mal

MRIでは有意な左右差を認めなか-)た.hemiam叩S豆箆

の病態把握のために fumctiomalMRⅠ,VEPは両者と

私有用で,前者は臨床症状に対姥こし,後者は潜在する病

巣を換真裏できると考えられる.
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i日的了('川11Plirこlt(､drTliL,rこIinL-ハ酎川 巨二宵解期の
脳血流を比較検討する.

｢方法]当科で経験 Lた Complicatedm短yaime患者

4例について,発作時 と寛解期で l望3卜IMP-SPE〔T

を施行 Learlyima琵eと deiayedimageを比較する,
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[結果｣earlyimageについては4例とも,発酵時,

寛解期とも traceTuPtakeの低下が認め泣)れ さらをこ

発作時の低 下が著 Lかつた.delayed血a鑑eでは4例

とも発作時の酋分布不良が認められたが,発作頻度の低

い2例では寛解期をこ再分布は改善 したが,発作頻度の高

い2例では全 く改善 しなかった.

L考察1(l川11r)1iL:こItL-(1nil,rこIin(･,.てLL 酎1三時､電解

期とも脳血流は低下 しており,頻回の発作により,脳組

織をこ何らかの障害を残すことが示唆された.
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